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英国におけるフットボールの歴史に関する研究(5)

秦修司

AStudyonHistoryofFootballinBritain(Ｖ）

ShujiHATA

緒ロ 本 論

英国のフットボールの歴史において，フット

ボールに対する反対の主要な根拠は二つあった

が，それら二つとも実際的なものであった。第

一にフットボールは戦時における軍事訓練の，

特に弓術の妨げになったこと。第二は，街路で

のフットボールは不法妨害であったことであ

る。1500年ごろから，フットボールが軍事訓練

の妨げになるとは看倣されなくなっている。し

かし，第二番目の反対の根拠は強く，事実，町

がその数や規模において増大するにつれて，よ

り差迫ったものとなった。その弊害は，現実に

は，１９世紀まで克服されることがなかった。若

干の少い地方では，昔の伝統と公的な秩序の間

に妥協がなされたけれども，その弊害は続いた。

16世紀になると，フットボールに対する新しい

攻撃で，しかも強力な攻撃が展開された。それ

は倫理や宗教に基づくものであり，ピューリタ

ンによる，その主たる目標を，フットボールに

そして一般的には娯楽・スポーツの，特に日曜

日の娯楽・スポーツに定めた攻撃である。

Marplesは，著書，AHistoryofFootball

(1954)の第５章，ＴＨＥＰＵＲＩＴＡＮＡＴＴＡＣＫ

(５２頁－６５頁)において,フットボールに対する

ピューリタンの攻撃について叙述している。

そこでMarplesの叙述に基づき，フットボー

ルに対する代表的なピューリタン的立場や見解

について追究する。

英国のフットボールの歴史において，中世，

日曜日の午後，教会において礼拝のあと，どれ

程娯楽や気晴しがなされてきたことか，従って

日曜日にどれ程しばしばフットボールが行われ

てきたことか。このお祭り騒ぎの多くは無害で

あったのは疑いのないことであるがγ必ずしも

そうではなかったのである。というのは，日曜

日を例外的自由の日と看倣することについて

ピューリタンではない人々の多くが疑問を持ち

始めたからである。その状況はピューリタンの

日曜日に娯楽をなすことに反対する運動にとっ

て好都合であった｡安息日には如何なる娯楽も，

もしくは気晴しもあってはならず，如何なる労

働もあってはならないというのがピューリタン

の原則であった。そしてこのことについては妥

協はまったくなかったのである。必然的に，こ

の厳格な安息日厳守者の態度とメリー・イング

ランドの例外的自由の精神の間に衝突が生じ

た。

ピューリタンによってフットボールのゲーム

が受けた最もあからさまな攻撃は,PhilipStub

besによるものであるが，彼は，有名な

ＡｎａｔｏｍｉｅｏｆＡｂｕｓｅｓｉｎｔｈｅＲｅａｌｍｏｆＥｎgland

(1583)の中でのスポーツに反対する運動の過程

において，フットボールのゲームを攻撃したの

である。スポーツがどんなに無害なものであろ

うと，Stubbesの激しい攻撃から逃れたものは

ほとんどなかった｡Stubbesは，フットボールに

平成４年９月１６日受理
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Rochsterの司教であるEdmundFrekeの1572

-1574年の司教巡察個条において，その動機は

日曜日の秩序を厳守させることにあったのだ

が，日曜日のフットボールを禁圧すべきであ

る4)と要求した。同様に1592年５月５日，Essex

のAsheldhamにおいて，RichardJeffercyが

Essexの司教座聖堂助祭長の前に,「復活節月曜

日の晩課の時間に人々を集めてHackwellで

フットボールをした」答で出廷し，礼拝が行わ

れていた事実を知らなかったと弁明したが，生

活保議費受給者に対し４ペンスを支払うよう命

じられた5)。助祭長の関心は，多分に，人々が，

当然，礼拝していなければならない時間に彼等

がフットボールのゲームを行っていないことを

確認することであった。助祭長は司教と同じよ

うに，ピューリタンというよりはむしろ改革者

であったかもしれない。この段階では，ピュー

リタニズムの影響は教会内だけにしかなく，地

位の高い聖職者より地位の低い聖職者の問に広

まっており，ピューリタニズムはまだ明瞭な宗

派に至っていないことを念頭においておく必要

がある。従って，若干の場合において訴訟手続

きの背後にピューリタンの心情があったかどう

かは不明であるが，訴訟手続きのほとんどの事

例では，多分に，その背後にピューリタンの心

情があったのである。記訴状の中に安息日の語

が見られるところではどこでもピューリタンの

心情があったこと看倣してよい。

１６１３年のMiddlesexCountyRecordsの中

にフットボールを行ったというよりはただ単に

フットボールのゲームを組織した筈で罪に問わ

れた例がある。1613年（ジェームズ１世の治世

第１０年）７月５日，Midalesex州Holbornの

St・Andrew，sの教区のJawesWillsonが安息

日に「EelyFeildなる場所にて多数の身許不詳

の輩を呼び集め，彼等と共にフットボールと称

する不法なる競技をなせり6)」との答で告訴さ

れた。時にはフットボールのゲームの観客でさ

え告訴された。1610年ごろに，ただ単に日曜日

にフットボールを観たためにBedfordの大執

'よ，それは近代の堕落であるという根拠のもと

により激しい攻撃を与えた。論文は若者の

Spudeusが次の質問をするという経過で対話

の形式をとっている。つまり，

フットボールをすること，楽しい本を読

むこと，その他同じような楽しみは安息日

に対する違反もしくは冒濱にあたるのだろ

うか？'）

これに対し，彼の師であるPhiloponusは次の

ように答えている。：

安息日にであれ他の日にであれ，我々を

敬虐な心から引離すような運動はすべて邪

悪なもので禁じられるべきものである。そ

もそも上述の運動が我々を敬虐などや徳か

ら引離すのみならず，我々に呼びかけて邪

悪や罪に誘うことを見て取らぬほどひどい

盲目の人があろうか。２）

彼は続けて，極めて誇張してフットボールを説

明しているが，次の語で終結している。

ここから恨み，悪意，遺恨，怒り，憎悪，

不`快，敵意等が生まれてくる。そして経験

が日々教えてくれるように，喧嘩，口論，

言争い，喧嘩の吹っかけ，人殺し，殺人そ

れに大がかりな流血が起こるのである。さ

て，この殺人的遊戯が安息日に行うべき運

動であろうか？このように１人の人が他の

人を不具にし，傷つけ，しかも殺意ないし

明確な意図をもってそうすることがキリス

ト教徒たるに恥じぬ振舞いと言えるであろ

うか？これは他人からしてもらいたいと思

うことを他の人に対してすることになるで

あろうか？神よ，我々を同胞の身体に対し

ていっそう心を用いる者となさし給え／3）

このことが，ピューリタンの日曜日のフット

ボールの問題についての教義であった。

安息日を破った者に対し，Stubbesは激怒を

もってしたのであるが，訴訟手続きをとること

によってより実際的な行動をとる者もいた。そ

のような事例についての記録の中にフットボー

ルのゲームが特に述べられている。例えば
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事裁判所への出廷を命じられている7)｡１６１６年，

YorkshireのGuisboroughにおいて，より奇妙

な事例でさえ生起したのだが，その場合，１人

の男がフットボールを行った又はフットボール

を観たというのでなく「安息日にフットボール

の選手たちのために宴会を催した8)」筈で特別

法廷に出廷を命ぜられている。如何なる状況に

おいてこの宴会が催されたかについては不明で

ある。この時代のフットボールについての訴訟

の事例は，ただ単にフットボールを行った者に

関するものであったに違いなく，多分に極めて

多くの訴訟があったと考えられるが，それらの

記録がない。しかしそれらの必要不可欠な詳細

においてはほとんど差異がないものであろう。

その例として典型的なものが２つある｡第１に，

二人の男が礼拝の時間にChesterのStWer‐

burgh,sの共同墓地においてフットボールを

行った筈で罰金２シリングを科せられてい

る，)。この場合,安息日についてはまったく述べ

られていないが，これが日曜日になされた可能

性は充分ある。フットボールのゲームが古い習

』慣に従って共同墓地で行われたのは興味深いこ

とである。第２番目は，1609年４月２６日，１２名

の者がただ単に安息日にフットボールをした筈

で，YorkshireのThriskの四季裁判所で告訴

されている'0)。

ピューリタンの聖職者や裁判官たちは，彼等

の地域社会の人々にピューリタンとしての意見

を押しつけるべく最大の努力をしたが，より高

いレベルでの論争はより激しくなった。女王エ

リザベス自身は英国国教系教会に対する如何な

る脅威をも許容することがなかった。というの

は，ピューリタンは司教の廃止を唱え，すでに

スコットランドにおいて存在した長老会が教会

を治めるシステムを好んだからである。そして

女王エリザベスは，特にJohnWhitgiftが大司

教の職にあった時，国教を奉じないピューリタ

ンに対する弾圧を強化した。１６０３年，ジェーム

ズ１世が王位を継承した時，弾圧されたピュー

リタンは弾圧の緩和を求め，より同情的な処置

を求めて，言わゆるMillenaryPetitionを

ジェームズ１世に奏上した。ジェームズ１世は

正統なAnglicansとピューリタンを交じえた

会議を開催したが，彼は如何なる譲歩もする意

志がなく，ピューリタンの運命はまったく改善

されなかった。事実，ジェームズ１世はピュー

リタニズムに対する断固として敵意を表明し

た。1618年，彼は日曜日の礼拝の後になされる

娯楽・スポーツについて公的に認可したThe

DeclarationofSportsもしくはそれがよくそ

う称されるようにBookofSportsを出したが，

そこで彼は日曜日にゲームを行うことをはっき

りと正当化しており，従って，ピューリタンの

教えに対する直接の強い抗議であった｡｢スポー

ツを禁ずることは」と彼は次のように不平を述

べている。つまり，

我々もしくは継承者たちが彼等を利用す

る機会がありし時に，平民で身分の低い者

たちの，戦士のために彼等の身体を強じん

にする運動を行う障害となる。しかるに，

不道徳な飲酒や暴飲がうまれることとな

り，居酒屋において怠惰で不平不満の発言

の数多きを生じせしむこととなる'1)。

さらにジェームズ1世は，スポーツを禁止する

ことによって，日曜日が人々にとってあまりに

も魅力的でなくなれば人々は教会から離れてい

くために，宗教に対する危険があると不平を述

べている。奇妙なことであるが，「TheDeclara

tionofSports」の中では，フットボールについ

ての記述がまったくない。フットボールは許可

されるとも禁止されるともはっきりと述べられ

ていないが,「ただし不法なる競技はすべて依然

として禁じられるものとここに看倣すものな

り'2)」という但書を含んでいる以上，又フット

ボールを禁ずる立法が（布告がはっきりと名指

ししているボウリングの場合と同様に）まだ効

力を有するものであった以上，フットボールは

日曜日に行うことが認められた競技の中には

入っていなかったとしてよいだろう。ジェーム

ズ１世は，BasilikonDron,orHisMajesties,
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InstructionstohisDearestSonneHenrythe

Prince(1603)において自らフットボールを非

難している。

ほん宮廷から，それを行う者を強くたく

ましくするというよりは不具にするのに適

したフットボールのような乱暴で激しいす

べての運動を締め出すものとす。しかし，

あなたに望む運動は，適当であって熟練す

ることはなくても構わないが，走，跳躍，

レスリング，フェンシング，ダンス，キャッ

チボール，テニス，アーチェリー，ペル・

モル,そして他の規則正しく，楽しいフィー

ルド・ゲームである'3)。

スコットランドにおけるジェームズ１世の祖先

は，彼とは異った見解を持っていたかもしれな

いがジェームズ１世がフットボールは王子たち

にとって適当でないと考えたのは明らかて､あ

る。しかし平民で身分の低い者にはフットボー

ルを許可しなかったことはない可能性は極めて

大きい。AubreyのNaturalHistoryofWilt‐

shireの記録にある1615年の場合には，田舎の

人のチームの間のフットボールの試合は王のた

めにふさわしい接待と看倣された。つまり，

この地方にお運びになった折，国王

ジェームズ１世陛下はBromhamのSir

EdmundBayntonの屋敷にご宿泊なされ

た。その際，Ferraby氏はCotefieldの

Ｂｕｓｈで自作の田園詩をもって陛下をおも

てなし申しあげた。陛下がこのようにして

楽しまれている間……オルガンの御前演奏

が続けられた。そして，この音楽によるお

もてなしの後，自分の教区民たちによる

フットボールの試合を御観に供した｡当時，

この教区は音楽とフットボールと鉄輪投げ

にかけては全イングランドに挑戦してもお

かしくはなかったのである'4)。

これはWiltshireのBramhamにおいてであっ

たが，司教の代理であるFerrabyが，その後に

教区民のフットボールの試合が行われる彼自作

の田園歌と余興でジェームス１世をもてなした

と言われている。Ferrabyは王ジェームスが

フットボールを是認したとの確信がなかったな

らば，あえて合法でないゲームを組織しなかっ

たのは確かである。しかしながら，ジェームズ

１世のゲームに対する明確な態度，又は彼の

「TheDeclarationofSports」にてフットボー

ルについて言及しなかった理由がどんなもので

あるにせよ，後になってのピューリタンの抗議

は,フットボールが実際に,一般に日曜日に行っ

てよいと許可されていたことを示すものである

かもしれない。

ジェームズ１世自身は，そのために生起する

ことを怖れて，彼の宣言を効力あるものにする

ためのことは何もしなかった。その宣言は，事

実，ひとつの司教区だけしか発されず，それを

ピューリタンの聖職者に強いるような行動は

まったくとられなかった。しかしながら，チャー

ルズ１世は，1633年に再びその宣言を表明し，

大主教のLaud15)の支援を得てピューリタンに

対して極めて強硬な措置をとった。彼は礼拝に

おいてその宣言を読むのを拒否した聖職者を聖

職禄から除外した。このために，ピューリタン

による激しい反応を引き起こすこととなった。

ピューリタンのWilliamPrynne16)が｢Divine

Tragedielatelyacted」の表題のパンフレット

でもって反撃を試みたのであるが，その中で彼

は安息日にゲームに夢中になった人々を襲う神

の最後の審判の例を出して,特に,｢TheDeclar‐

ationofSports」を攻撃した。これらのうちの

２つはフットボールに関するものである。

1634年１月２５日の主の日，近年まれな

る厳寒の時に，Gainsborough近くの

Trent111にてフットボールを行っていた若

者１４名が取組みあいをしていたが,突然氷

山が崩壊し，彼等の８名が溺れた17)。

第２番目の例はさらに劇的である。

Hitchinから程遠くないHertfordshire

はずれのChidlingtonにて，聖日に多くの

者どもがフットボールの試合をなしてお

り，その１人が残りの者どもを集めるべく



秦修司：英国におけるフットボールの歴史に関する研究(5) 189

鐘を鳴らしており，２，３の者が彼等の集

会場である教会に入ろうとしていた。する

と突然，雷鳴とどろき，すぐ近くの丘を黒

の玉がころげ落ちてきた。：玉は直接,教会

に向かい，邪魔なく鐘にとびあたり，最初，

鐘を鳴らし者を殺害し，次には教会のまわ

りを大騒ぎし，ついには破裂し，イオウに

似た悪臭を残した。それ故，貴重なる時間

を空費した者どもに恐怖を残した'8)。

神の復讐が安息日を破った者や他の罪人を不意

に襲うといった考えは，この時代に拡がり，

ピューリタンの考えを貫いた人の間で数世紀続

いた。SouthWalesのCaerwent近くのLlan‐

fair教会の踏み段として用いられた墓石に，多

分にこの時代に属する読み人知らずの奇妙で興

味深い作品が刻まれている。

日曜日に,ボール遊びをなす者は誰でも，

月曜となるまでに，悪鬼にすっかり，とり

懸かれるだろう'9)。

日曜日のフットボールはピューリタンの激し

い非難にもかかわらず，チャールズ１世が権威

を振っている時代は，多少とも妨害されること

なく続けることができたようであるが，フット

ボールのゲーム自体は不法のままであったのは

もちろんのことである。時には，地方の当局に

不法妨害として取締られることもあった。しか

し，ピューリタンは，フットボールに対する攻

撃の機会を持ち，できるだけすみやかに攻撃を

再開したのである。例えば，１６４７年，Northum‐

berlandのHexhamにおいて，安息日にフット

ボールを行った違法行為で２シリングの罰金が

科せられている20)。

一方，スコットランドでは，国境を除いて，

さらに厳格な安息日厳守が，日曜日にフット

ボールを行う者にとって事態を困難にしていた

が，それが彼等を落胆させることはなかった。

スコットランドの日曜日のフットボールに対す

る攻撃の手段は，ののしり，中傷，喧嘩，そし

て安息日破りなどの違法行為について独善的な

判決を下した長老のグループであるスコットラ

ンド教会の法廷であった。1584年から細詳に記

載されたElginのスコットランド教会の法廷の

議事録から，フットボールはその当地では支配

力を有しており，教会当局から脅威で見られて

いたことがわかる21)。そのことについては，

Highlandsを除く他のすべての地方でもまった

く同様であった。Elginにおいて，１６１８年１２月

１８日に出された命令からわかるように，この時

代，異教の儀式や迷信に対する運動がなされて

いる。つまり，

古い儀式そして祭式の迷信的慣習は，ク

リスマスと称される季節の間は，断固とし

て禁止するものとし，完全に避けるか慎し

むよう命令するものなり22)。

他の教多くの地方から，１７世紀前半の安息日

を厳守しないフットボールの記録がある。１６００

年６月４日,FifeshireのKincapleの男たちが，

TrinitySundayにフットボールを行ったり，他

の娯楽に耽ったとしてSLAndrewsのスコッ

トランド教会の法廷で告訴されている23)。１６０７

年，Aberdeenの若者たちが,安息日に，「飲酒，

フットボール，ダンス，教区から教区への俳個」

などの神聖を冒した行為をなした答で告訴され

ている24)。１６１８年,LanarkのDalself村におい

て，５月最初の日曜日に，教会の構内でのフッ

トボールを含めて，「切れ端を燃やし，それを

使って大いに楽しむ」といったMayPole25)を

まわるダンスがある26)。１６２０年３月２９日，Per‐

thshireのExmagirdleにおいて，２人の男が主

日に，フットボールを行ったことを自白し，二

度とフットボールを行わないことを約束してい

る27)。１６２８年，Carstairsにおいて，教区民たち

が男女ともども，フットボールを行ったり，ダ

ンスをしたり，馬鹿騒ぎをするといった倣`慢な

振舞いについて,聖職者が不満を述べている28)。

1648年，Rayne,Culsalmond,そしてAberdeen

の様々な教区民たちが，主日に集合して，大衆

フットボールをなした不埒な行為で有罪になっ

ている２，)。聖職者自身でさえ，時々は日曜日の

フットボールに熱中しているか又は，イングラ
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ンドの流儀でフットボールを行うことが許され

ている30)。国境地方では日曜日のフットボール

の試合は日常的に行われており，時には襲撃，

殺人，殺害につながっている。結局，スコット

ランドの議会は1656年９月１７日に，すべての

乱暴で騒々しいゲームを禁止することによって

主日をより厳守する法案を通過させた。３１）

これらの例からスコットランドのピューリタ

ニズムは,人々の伝統的な日曜日の娯楽･スポー

ツとの戦いで苦闘していたことが明らかであ

る。すでに理解したように，イングランドでは

1618年のジェームズ１世の「TheDeclaration

ofSports」以来，日曜日のスポーツが許可され

ていた。その宣言はスコットランドでは適用さ

れなかったが，影響がまったく無かったことは

考えられないので，宣言がスコットランドの改

革者に事態を困難にしたに違いない。

日曜日の娯楽についてどんなことが考えられ

ようとも，フットボールが彼等のイングランド

の同時代の人々より熱狂的で血気盛んであるス

コットランド人のものに自然になったのは確か

である。15世紀におけるすべてのスコットラン

ドの王はフットボールが弓術や他の軍事訓練の

障害となったので，フットボールを禁止してき

た。これらの禁止が効果があったとは考えられ

ない。それらの禁止は，多分にイングランドよ

りスコットランドにおいてはるかに効果がな

かったようである。SirDavidLyndsay(1490-

1555)によるTheHistoryofSquireMeldrum

の主人公が弓術とフットボールの両方で賞を獲

得したという事実から，フットボールは弓術と

並んで盛んであったことがわかる32)。１６世紀の

終りにShroveTuesdayのフットボールは

Glasgowにおいて盛んであったこと，そして

フットボールは,フットボールの代償を支払い，

フットボールのボールを供給した靴屋に特権を

与えた市当局によって奨励されたという証拠が

ある。つまり，

参事官および全議員の立会いの下に，製

靴業JohnneNeillは市民かつ自由民とざ

れ……その科料は，終身毎年，告解火曜日

に上等なるフットボール６個，またはその

代価として２０シリングを納むることを条

件に免除するものとす。上記Johnneが上

記参事官および議会にその趣きに提出せる

嘆願に応ずるものなり33)。

これは1533年初めに,フットボールのゲームを

弾圧するために効果的な措置をとったChester

市当局の態度と強い対照をなしている34)。街路

でのフットボールは，スコットランドではイン

グランドよりは強くは反対されなかったようで

ある。ただ単に街路でフットボールを行ったた

めに告訴された最初の記録は１６８２年５月１日

のものであるが,その年Banffの選手たちは４０

シリングの罰金を科せられた35)。

スコットランドのフットボールにおいて極め

て興味深い面があるが，それは１６世紀から１７

世紀の変り目ごろに顕著になっているが，それ

は国境地方の侵略，略奪そして暴力と関係して

いる。フットボールの試合は，しばしば，国境

地方の略奪の先駆けであったが，イングランド

の当局はフットボールの選手を監視するように

なった。1595年，イングランドの国境地方の

WardenのMonmouth伯であるSirRobert

Careyは回顧録において，彼や彼の兄弟がフッ

トボールの試合があること，そしてその場に騎

手長たちがいたのを知っていたことについて言

及している。そして彼は，彼等はイングランド

に侵入して来る略奪者たちを取締まるために配

置していた偵察者を殺害する予定であったと結

論づけている。

まもなく，私の弟と私はフットボールの

試合がなされることそしてそこに騎手長た

ちがいることを知った。彼等が対戦する場

所はShelseyであり，我々がそのことを聞

いた日は試合の日であった。我々はただち

に参事官を呼び，試合後，彼が来た最大の

役目は偵察隊を殺害することであることが

結論づけられた36)。

これは，現在ではKelsoとして知られるShel‐
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seyにおいて生起したのであるが，その地方で

は今日までポール・ゲームは盛んに行われてい

る。

２，３年後，フットボールに関するより難し

い問題がSirRobertCareyの注目するところ

となった37)。Ａｒｍstrong家の１２名のスコット

ランド人がイングランド人であるRydleyの友

人たちを殺害した｡Rydleyはスコットランドに

侵入するという法を犯すことなく友人の復讐を

する目的で,Ａｒｍstrong家の者たちが国境を越

えてイングランドに侵入してくるのを待伏せて

いた｡彼の復讐の機会は,1599年５月１３日の日

曜日に，イングランドにおいてＡｒｍstrong家

の者６名とBewcastle家の者６名とでフット

ボールの試合が行われ，試合のあとBewcastle

家にて宴会がなされるという知らせが届いたと

きにおとずれた。Rydleyは友人を集め，Ａｒｍ‐

strong家の者たちを待ち伏せしていた。Ａｒｍ‐

strong家の者たちが国境を越えようとすると

き誰かが待ち伏せされていることを警告した。

彼等はRedleyや彼の友人であるNychol

Wittonの喉をかつ切って，首尾よく逃亡した。

この事件の詳細がWoodringtonによって

Careyに文書で報告された。その後日談につい

ては不明である。すぐ翌年の1600年にＡｒｍ

strong家の者は，様々な国境地方の人々や友人

たちが，日曜日にその目的で集ったフットボー

ル試合においてCarmichael家のJohnCarmi

chaelを殺害した。彼等の１人，ThomasArm

strongが逮捕され，有罪の判決を受けて右手切

断，その手は吊るされ，その身は鎖で吊るされ

た38)。

上述してきたことが，スコットランドの国境

地方において日曜日のフットボールが行われて

きた状況であった。日曜日だけでなく他のすべ

ての日にフットボールを行うのを取り締まる正

当な理由があったと考えられるが，フットボー

ルを取り締ったという試みがまったく記録され

ていない。国境地方では安息日厳守は広まって

いなかったのである。

スコットランドの他の地方では，この時代の

フットボールは激しい喧嘩につながることが

時々あったが，記録されているものでたとえそ

れが殺害につながらなかったとしても，もう少

しで殺害につながったかもしれない類のもので

あったのは明らかである。例えば，１６１１年，ス

コットランドの諮問機関に，PerthのKirmi

chael家の若い男たちが気違いじみたフット

ボールを行うという口実で，火縄銃，ピストル

そして他の武器で武装してCampbellの田舎の

ballgreenに集まり，高慢で挑発的な振舞いを

なしたとの訴えがなされている34)｡この場合,そ

の挑戦には応じなかった。しかし，1601年６月

１８日の諮問機関の注意を引いたBerwichの

Lockton-in-theMerseでの同様の例では，

犠牲者については何も述べられていないが，ピ

ストルや火縄銃は実際に発砲されている40)。

フットボールの試合中，事実，レフリーが居な

かったところでは，必ず起こったに違いないよ

うにプレーヤーたちは互いに喧嘩や口論をした

のであるが，この場合，彼等は素速〈武器をと

り発砲したのである。この問題についての諮問

機関の決定については不明である。喧嘩や口論

がどんなものであったにせよそれが喧嘩の原因

であるという根拠でフットボールが取り締りを

受けたことはないようである。

ピューリタンのスポーツに対する態度を考え

ると，特別に前王である王スチュアートが自由

共和国の政府に奨励を与えられたことから，政

府はフットボールに厳しかったことが予期され

る。自由共和国の政府が地歩を固めるとすぐに

他の形態の娯楽と同様にすべてのスポーツを廃

止したという陳述が時々なされる。しかしまっ

たくの事実においてその類のことは何も起きな

かった。そのような言説を正当化する根拠は

まったくない。生起したことのほとんどは聖人

の治世中，多分に，「TheDeclarationof

Sports」が出される前よりも頻繁に訴訟がなさ

れたことであるが，それでさえほとんど証拠が

ない。議会は，一度，日曜日にフットボール又
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'よボウリングを行った人々は，主の晩餐式から

排除するとの見解を表明したが，新しく法律制

定がなされることはなかったい)。

自由共和国の間になされたフットボールの選

手の訴訟は，先だつ100年間に記録された訴訟

と全く異っていない。１６５３年，つまり自由共和

国最初の年に４名の男が,「フットボールと呼ば

るる不法にして禁じられたる競技を法に背きて

行いたる」筈でMaidstoneの四季裁判所に召換

されたが，出廷したためしがなかったので，判

事たちは治安官に彼等を拘留しなかった答で科

料に処した42)。1656年，Maidstoneの薬剤士で

あるJohnBishopは，ＨｉｇｈStreetでフット

ボールを蹴り，「この共和国の善良なる人民を多

大の不安動揺に陥れた」筈で起訴された43)。

Manchesterの領主刑事裁判所は，この時代は

フットボールの措置に極めて積極的であったよ

うである。例えば，1655年１０月９日，「本陪審

は治安官に対して当町の街路においてフット

ボールをなせるすべての者を告発するよう命ず

る゜｣“)とある。翌1656年１０月７日，その命令

をより強い調子で繰返した。

当領主刑事裁判所の陪審は本年度の治安

官に対し，街路にてフットボールをなす者

のなきよう，またかかる者のある場合には

これを告発するよう心を配り，本命令の公

布以後においてこれに違反せる者をその罪

に応じ法令の定むるところに従いて罰する

よう特に心を配ることを命ずるものな

り45)。

そして，1657年１０月６日，それを再び同じ用語

で繰り返した46)。とにかく，Manchesterでは

フットボールのゲームを取り締まる積極的な手

段がとられていた。それは共和国とは何も関係

がなかったかもしれない。というのは，Man‐

chesterの領主刑事威判所はすでに1608年に

フットボールを取り締まる意図があったからで

ある４７)。

1660年，Bristolで生起した事件から判断す

ると，民衆は必ずしも彼等のお気に入りのフシ

トボールを廃止する試みに耐える積りはなかっ

た。というのは，1660年，ShroveTuesdayの

前日である３月５日に判事が，彼等がかつてよ

くそうしたように町のふれ役を使って雄鶏倒

し，犬投げ，そして街路でのフットボールを禁

止する布告を発した時，その布告は公然と無視

され，ついには騒動まで発展していったからで

ある48)。

ここで，ピューリタンであるOliver

Cromwell自身がCambridgeのSidneySuS

sexCollegeの学生時代(1616-17)，素晴しい

フットボールの選手であったことは注目する価

値がある。OliverCromwellは学生時代，フッ

トボールである程度の名声を得ている。

彼は学業よりもフィールドでの運動で有

名であった（学業では学位を取るだけの取

柄や長所がなかったので学位を受ける栄誉

を与えられなかったのである)，というのも

フットボール,梶棒術,その他粗暴なスポー

ツやゲームの主だった準備係および競技者

の１人だったのである49)。

このことについての信実性は，それについて

Cromwell自身が確認しなかったにしても疑わ

しいかもしれない。OliverCromwellのフット

ボールにおける偉業にふれたので，彼の学生時

代の仲間で後にMassachusettsBayColonyの

聖職者となったJohnWhelewrightについて語

らなければならないが，アメリカの聖職者であ

るCottonMatherは，1708年１月３日付の手

紙の中でWhelewrightについてCromwellが

次のように言ったと伝えている。

その後，戦場でいかなる敵に相見えるよ

りもフットボールでWhelewrightと相見

える方が恐しかった頃を想い出させる。と

いうのは，彼には絶対問違いなく足をすく

われたからである５０)。

Cromwellは彼の仲間の多くとは違って，ス

ポーツに関心を持ち続けた｡彼は1654年諮問機

間の多くの者と有名な紳士数名を伴って，１００

名の紳士によって伝統的な銀製のポールで行わ
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fromgodlinesandvertue，butalsopaileand

allureustowikednesandsin.）

３）Ｆ､JFurnivalled.,ibid.,ｐ､137.quotedinMagoun，

ｉｂｉｄ，ｐ、３０.(原典：Andhereofgrowethenvie，

malice，rancour，cholor，hatred，displeasureen‐

mitie,ａｎｄｗｈａｔｎｏｔｅｌｌｓ；andsometimesfighting，

brawlingcontentions，quarrelpicking，murther，

ｈomicideandgreataffusionofblood，asexper‐

iencedailyteachethlsthismurtheringplay，

ｎｏｗ，anexercisefortheSabaothday？Isthisa

Christiandealingforonebrothertomaymeand

hurtanotherandthatukonprepensedmaliceor

setpurpose？Ｉｓｔｈｉｓｔｏｄｏｔｏａｎｏｔｈｅｒａｓｗｅｗｏｕｌｄ

ｗｉｓｈａｎｏｔｈｅｒｔｏｄｏｅｔｏｕｓ？Godmakeusmore

carefuloverthebodyesofourbrethrｅｎ!）

４）Ｗ､HFrere,ｅｄ,Visitations,Articlesandlnjunc‐

tionsofthePeriodoftheReformation,IILp､343,

1910.puotedinMagoun,ｉｂｉｄ,ｐ､２５．

５）AndrewC1arked,LincolnDioceseDocuments，

１４５０－１５４４(E,Ｅ・Ｔ.Ｓ,OrigSer,No.149,1914)ｐ、

213.quotedinMagoun,ｉｂｉｄ,ｐ３１．

６）Ｊ・CJeffreson,ｅｄ.,MiddlesexCountyRecords

（MiddlesexCountyRecordsSoc.,1887,11ｐ､８１)．

quotedinMagoun,ibid,ｐ３４.(原典：onthesaid

SabbathDay，JamesWilsonlateofthesaid

parish，gentleman，gatheredtohimselfvery

manyunknownpersonsinacertainplacecalled

EelyFeild，anddidplaywiththemacertain

unlawfulgamecalledfootball.）

７）ＪｏｈｎBrown，JohnBunyan，ｐ6,1928,quoting

withoutprecisereferenceｆｒｏｍｔｈｅＡｃｔＢｏｏｋｓｏｆ

ｔｈｅＣｏｕｒｔｏｆｔｈｅArchdeaconryofBedfordquot‐

ｅｄｉｎＭａｇｏｕｎ,ｉｂｉｄ,ｐ､３３．

８）TheNorthRidingRecordSoc.,11,ｐ､137,1884

quotedinMagoun,ibid,ｐ､３４.(原典：formaking

abanquettforfootballplayersontheSabaoth､）

９）RupertHMorris,ChesterinthePlantagenetand

TudorReigns，ｐ､ｐ３３１－３２，１８９３．puotedin

Magoun,ｉｂｉｄ，ｐ、３０．

１０）TheNorthRidingRecordSocieth,volLQuarter

SessionRecords,ｐ151,1884.quotedinMagoun，

ｉｂｉｄ，ｐ３３．

１１）ＴｈｅKing'sMajesty'sDeclarationtohissubjects

concerningLawfulSportstoｂｅｕｓｅｄ：ａHistory

れたＨｙｄｅＰａｒｋでのハーリングの試合に出席

している。その年1654年５月４日付のModeF

atelntelligencer紙は，その試合を掲載し，選

手の素晴しい敏捷性や上手で絶妙の取っ組みあ

いを称賛している｡51）

結

Marples著のAHistoryofFootballの第５

章，PuritanAttackに基づき，１６世紀になって

展開されてきたピューリタンによるフットボー

ルに対する攻撃について，ピューリタンの立場

や見解について考察してきた。

ピューリタンは神の戒に従って厳格な日曜日

の安息を求めた。安息日の厳守は世俗的な労働

から完全に離れることを意味していた。しかし，

現実には，日曜日の教会での礼拝の後での午後

には当時の英国人たちは，ピューリタンの考え

とは異って様々な娯楽･スポーツを行っていた。

安息日の娯楽・スポーツ，特にフットボール

に対してピューリタンは，それは安息でなく労

働であるから，更にフットボールによって人々

を神の信仰から引き離す結果になり，そして結

局安息日の神聖化の否定になるので，フット

ボールを反対・攻撃の対象としたのである。
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Londonl879)，Ｌ，ｐ、137．quotedinMagoun，
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day？）

２）ＦＪ､Furnivalled,ibid,ｐ､137.quotedinMagoun，

ｉｂｉｄ,Ｐ、２４(原典：Anyexercisewhichwithdr、

awethfromgodines,eitherupontheSabaothor

anyotherdayes,ｉｓｗｉｃｋｅｄａｎｄｔｏｂｅｆｏｒｂｉｄｄｅｎ

Ｎｏｗ,ｗｈｏｉｓｓｏｇｒｏｓｌｙｂｌｉｎｄｅｔｈａｔｓｅｅｔｈｎｏtthat

theseaforesaidexercisesnotonlywithdrawus
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oftheDeclarationsofKingJamesl・andKing

Charlesl，ａｓｔｏｔｈｅＵｓｅｏｆＬａｗｆｕｌＳｐｏｒｔｓｏｎ

Ｓｕｎdays,1890.quotedinMagoun,ibid,ｐ､３１.(原

典：ｂａｌＴｅｔｈｔｈｅｃｏｍｍｏｎａｎｄｍｅａｎｅｒｓｏｒｔｏf

peoplefromusingsuchexercisesaｓｍａｙｍａｋｅ

ｔｈｅｉｒｂｏｄｉｅｓｍｏｒｅａｂｌｅｆｏｒwar,whenweorour

successorshaveoccatiｏｎｔｏｕｓｅｔｈｅｌｎＡｎｄin

placethereofsetsupfilthytipplingsanddrunk‐

ness,andbreedsanumberofidleanddisco､tent‐

edspeechesintheirAle-houses.）

12）Ｓ・RGardiner,TheConstitutionalDocumentsof

thePuritanRevolutions，Ｐ、31,1889．quotedin

Magoun,ｉｂｉｄ,ｐ、３５.(原典：Ｂｕｔｗｉｔｈａｌｗｅｄｏ

ｈｅｒｅａｃｃｏｕｎｔｓｔｉｌｌａsprohibitedallunlawful

games）

13）Ｏｐｃｉｔ.,ｅｄ,ｐ､120,1603.quotodinMagoun,ibid，

ｐ､９２.(原典：FromthiscourtIdebarreallrough

andviolentexercises,asthefoot-balLmeeterfor

mameingthanmakingabletheusersthereof,but

theexercisesthatlwouldhaveyouuse,although

butmoderately,ｎｏｔｍａｋｉｎｇａｃｒaftofthem,ａｒｅ

running,leaping,wrestling,fencing,dancingand

playingatthecatch,ortennisse,archerie,palle-

malle,andsuchlikeotherfairandpleasanｔｆｉｅｌｄ

－ｇａｍｅｓ）

14）JohnBrittoned.,SirJohnAubrey(1626-1697)，

TheNaturalHistoryofWiltshire，written

betweenl656andl691，ｐ、109,1847．quotedin

Magoun,ibid,ｐ３５.(原典：Withbucoliquesof

hisownmaking……WhilsthisMajestywasthus

diverteｄ……theorganwasplacedonforstate；

andafterthismusicallentertainmentheenter‐

tainedhisMajestywithafoot-ballmatchofhis

ownparishionersThisparishinthosedays

wouldhavechallengedallEnglandformusique，

foot-ball,andringing.）

15）WilliamLaud(1573-1645)：英国Canterbury大主

教でピューリタニズムの弾圧者；反逆罪で処刑さ

れた。

16)WilliamPrynne(1600-1669):英国のピューリタン

の指導者で多くの小冊子を書いた。

17）Andrews(1),13,quotingop・Cit.,1626,ILquoted

inMarples,AHistoryofFootball,ｐ58,1954.(原

典：ＯｎＪａｎ,the25th,1634,beingtheLordsDay，

ｉｎｔｈｅｔｉｍｅｏｆｔｈｅｌａｔｅｇｒｅａｔｆｒｏｓｔ,fourteenyoung

men，ｐｒｅｓｕｍｉｎｇｔｏｐｌａｙａｔｆｏｏｔｂａｌｌｏｎｔｈｅriver

Trent,nearGainsborough,comingaltogetherin

ascufne,theicesuddenlybroke,andtherewere

eightofthemdrowned.）

１８）ＲＬｅｎｎａｒｄｅｄ,ＥｎｇｌｉｓｈｍｅｎａｔＲｅｓｔａｎｄＰｌａｙｐ、

109,1931.quotedinMarples,ibid,ｐ､５８.(原典：

AtChidlingtonupontheedgeofHertfordshire

notfalTefromHitchin，ａｃｏｍｐａｎｙｏｆｆｅｌｌｏｗｅｓ

ｕｐｏｎａｈｏｌｙｄａｙｂｅｉｎｇｔｏｐｌａｙａｍａｔｃｈａｔｆｏｏｔ

ｂａｌｌ,oneofthemwastollingthebelltoassemble

therest，ｓｏｍｅｂｅｉｎｇｃｏｍｅｉｎtotheChurchthe

randevozeoftheirseeking,suddainlythundering

wasseeneablackeballcometumblingdownea

hillｎｅｅｒｂｙ:whHDhtookitscoursedirectlyinto
theChurch，ｔｈｅｒｅｉｔｆｌｅｗｉｎｔｏｔｈｅｂｅｌｌｆｒｅｅａｎｄ

ｆirstslewhimthattolledthebelLthenitnuster-

edabouttheChurchandhurteddiverseofthem，

andatlastbursting,leftafiltystinkeliketothat

ofbrimstone，ａｎｄｓｏｌｅｆｔａｔｅｒｒｏｒｔｏａｌｌｓｕｃｈ

ｓｐｅｎｄthriftsofprecioustime.）

19）ManuscriptnoteincopyofAntiqudtatesVulgar‐

ｅｓ，withBrand'saddenda，ｅｄ，1777．quotedin

Marples,ibid,ｐ､５８.(原典：

WhoeverhearonSunday

willpractisｐｌａｙｉｎｇａｔＢａｌｌ

ｉｔｍａｙｂｅｂｅｆｏｒｅＭｏｎｄａｙ

ＴｈｅＤｅｖｉｌｗｉｌｌＨａｖｅｙｏｕａｌＬ

２０）AllenB・Hinds,AHistoryofNorthumberland，

ＩⅡ,ｐ､283,1896,referencetotheHexhamMauor

Rolls､quotedinMagoun,ｉｂｉｄ，ｐ50.

21）WilliamCramonded.,TheRecordsofElgin,Ⅱ，

ｐ、158,1908.quotedinMagoun,ｉｂｉｄ，ｐ92.

22)QuotedinMarples,ibid.,6.59.(原典：Itisordered

thatthesuperstitionsobservanceofoldritesand

ceremoniesexpresslyforbiddenduringthｅｓｅａ‐

soncalledYewle,thattheybecompletelyshun‐

nedandeschuedj

23）ＤａｖｉｄＨＨｅｍｉｎｇｅｄ,RegisteroftheMinister

EldersandDeaconsoftheChristianCongre-

gationofSaintAndrews(Scot・HistSocPubs.，

Ｖ11,1890.quotedinMagoun，ｉｂｉｄ，ｐ､91.

24）Sir.Ｊ・GDelyell，TheDarkerSuperstitionsof

Scotland，ｐ，93,1934．quotingfromtheunedited
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PresbyterieBuikofAberdeen，quotedin

Magoun,ｉｂｉｄ,ｐ､92.

25）五月柱，メイポール：ＭａｙＤａｙのお祝いの間じゆ

う浮かれ騒ぐ人たちがそのまわりで踊ったり遊戯

をしたりする花とリボンで飾りためた高い柱。

26）ＲChambers,1,ｐ､487.quotedinMarples,ibid,ｐ、

60.

27）DugaldButler，TheAncientChurchandthe

ParishofAbemethy,ｐｐ､３５７－８，１８９７．quotedin

Magoun,ｐ93.

28）ＲChambers,1,ｐ､488.quotedinMarples,ibid,ｐ、

６０

２９）ＪｏｈｎDavidson,InverurieandtheEarldomofthe

Garioch,ｐ302,1878.quotedinMagou､,ibid,ｐ、

94.

30）RBaillie,LettersandJoumals,１，ｐ､126,1775．

quotedinMagoun,ｉｂｉｄ,ｐ195.

31）ＡｃｔｓｏｆｔｈｅＰａｒｌｓｏｆＳｃｏｔｌａｎｄａｎｄｔｈｅＢｏｖｔ、

duringtheCommonwealth，ｖｏＬＶＩ，ｐｐ８６５ｂ，

867a，1872.quotedinMagoun,ｉｂｉｄ，ｐ､94.

32）ＤａｖｉｄＬａｉｎｇｅｄ，ThePoeticalWorksofSir

DavidLyndＳａｙｅｄ,ｖｏＬＩ,ｐ193,1879.quotedin

Magoun,ｉｂｉｄ,ｐ89.

33）ExtractsfromtheRecordsofBurghofGlasgow，

Ａ、Ｄ、１５７３－１６４２，ＶＣＬＩ，ｐ、149,1876．quotedin

Magoun，ｉｂｉｄ，ｐｌＯ５(原典：Inpresensofthe

bailliesandcounsall,JohnneNeill，cordiner,ｉｓ

ｍａｉｄｂｕｒｇｅｓａｎｄｆｒｉｅｍａｎ……quhaisfienesas

remittittohimforfumeissingyeirlieduringhis

lyftymeuponFastreinisEwinofsexguidand

sufficientbutballis,orelliestuentieshillingsas

thepricethairof，conformetodnesupplication

gevinｉｎｂｅｔｈｅｓａｉｄＪｏｈｎｎｅｂｅｆｏｉｒｔｈｅｓａｉｄis

bailliesandcounsallforthateffect.）

34）秦修司，英国におけるフットボールの歴史に関する

研究(4)，金沢大学教育学部紀要，教育科学編，第４１

号，ｐｐ268-269,1992年。

35）WilliamCramond,TheAnnalsofBanff,ｖｏＬＩ,ｐ、

63,1891．quotedinMagoun，ｉｂｉｄ，ｐ,93.

36）MemoriesoftheLifeofRobertCarey,Earlof

Monmouth,Writtenbyhimself,ｐ92,1759.quot‐

edinMagoun,ibid,ｐ90［原典：Itwasnotlong

afterthatmybrotherandlhadintelligencethat

therewasagreatmatchmadeatfoote-ball,ａｎｄ

ｔｈｅchieferydersweretobethereTheplacethey

weretomeetatwasShelsey，ａｎｄｔｈａｔｄａｙｗｅ

ｈｅａｒｄｉｔ，ｗａｓｔｈｅｄａｙｆｏｒｔｈｅｍｅｅｔｉｎｇ・Wee

presentlycalledacounsaile，andaftermatch

disputeitwasconcludedthatthelikeliestplace

he（sic）wastocometo,wastokillthescouts.］

37）TheSocietyofAntiquariesofNewcastle-upon

-Tyne，Proceeding，３rdser.，vol・Ｉ，ｐ、232,1905．

quotedinMagoun，ｉｂｉｄ，ｐ､91.

38）RobertPitcairn,CriminalTrialsofScotland,ｅｄ，

ｖｏＬＩＩ,ｐ､364,1833.quotedinMagoun,ibid,ｐ､91.

39）DavidMason，ｅｄ,ＴｈｅRegisterofthePrivy

CouncilofScotland,voLIX,p､301.quotedin

Magoun,ｉｂｉｄ，ｐ､93.

40）DavidMason，ibid.，ｖｏＬＶＩ，ｐ、２６２quotedin

Magoun,ｉｂｉｄ，ｐ､92.

41）Ａｃｔｓ＆Ordinances，vol・Ｉ，ｐ、791．quotedin

Marples,ｉｂｉｄ，ｐ63.

42）Ｊ､Ｍ・Russell,TheHistoryofMaidstone,ｐ､281,

1881．quotedinMarples,ｉｂｉｄ,ｐ､63.

43）ＬｕｋｅＯｗｅｎＰｉｋｅ,AHistoryofCrimeinEngland，

ｖｏｌＩＩ,ｐｐ､１８８－９．１８７６.quotedinMagoun,ibid.，

ｐ53.

44）Ｊ・Ｆ・Earwaker,ｅｄ.,TheCourtLeetRecordsof

theManorofManchester，ｖｏｌＩＶ，ｐ、143,1887．

quotedinMagoun,ibid.,ｐ５２.(原典：theJurie

doeOrdertheConstablestoprecentallpersons

forplayｉｎｇａｔｔｆｏｏｔｅ－ｂａｌｌｗｉｔｈｉｎｔｈｅＳｔｒｅｅｔｏｆ

ｔｈｅｔｏｗｎｅ）

45）Ｉbid,ｐｐ､１７０－７１.quotedinMagoun,ibid,ｐ､５２．

（原典：TheJurieofthispresentLeetdothorder

thepresentConstablesforthisyeareshalltakea

caretopreventandprecenttheplayersattthe

ffootebaUinthestreetsandtakeaspeciaｌＣａｒｅ

ｔｏＰｕｎｉｓｈｔｈｅoffendershereinafterthepublica‐

tionhereofaccordingetotheirdewerittsand

accordingeasthestatutehasprovided;）

46）Ｉbid,ｐ､209.quotedinMagoun,ibid,ｐ､52.

47）秦，前掲論文，ｐ､268.

48）JohnLatimer，theAnnalsofBristolinthe

SeventeethCentury,ｐ､292,1900.quotedinMag

oun，ｐ107.

49）ＳＴ.（＝JamesHerth？),Flagellum:ortheLife

andDeath,BirthandBurialofOliverCromwell
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thelateUrsurper,ｐ８，１６６３.quotedinMagoun，

ibid,ｐ､７５.(原典：hewasmoreFamousforhis

ExercisesintheFieldsthanintheSchools,（ｉｎ

ｗｈｉｃｈｈｅｎｅｖｅｒｈａｄｔｈｅｈｏｎｏｕｒｏｆ，becauseno

worthandmeritto,adegree)beingoneofthe

chiefMatchmakersandP1ayersatFoot-ball，

Cudgels,oranyotherboysteroussportorgameJ

LettertoGeorgeVaugham,agentinEnglandfor

NewHampshire，printedbyJeremyBelknap，

TheHistoryofNewHampshire,ｖｏｌｌｌｌ,ｐ､３３９，

1972.quotedinMagoun,ibid,ｐ７５.(原典：ｔｈａｔ

ｈｅｃｏｕｌｄｒｅｍｅｍｂｅｒｔｈｅｔｉｍｅｗｈｅｎｈｅｈａｄｂｅｅｎ

ｍｏｒｅａｆｒａｉｄｏｆｍｅｅｔｉｎｇＷｈelewrightatfootball，

ｔｈａｎｏｆｍｅｅｔｉｎｇａｎｙａｒｍｙｓｉｎｃｅｉｎｔｈｅfield；for

hewasinfalliblysureofbeingtｒｉｐｔｕｐｂｙｈｉｍ.）

51）Jenkin,ｐｐ２３６－７,quotingTheModeratelntel‐

ligencer,Ｍａｙ４ｔｈ,1654､quotedinMarples,ibid，

50） p、６５．


